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１ はじめに 

ごみ溶融スラグを高い混合率でコンクリート用骨材に用いた場合，ブリーディングの増加等，コンクリートの品

質を低下させることが示唆されており，著者らは，このようなコンクリートの品質低下の抑制を指向し，増粘剤を

添加する一手法を提案した1)。本研究では，ごみ溶融スラグを多量混合できる用途の拡大を目指し，粘性を付与し

た水中不分離性コンクリート用骨材としての利用について，主にモルタルによる基礎的な適用性検討を行った。 

２ 実験概要 
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－1 に示す。本研究では，液体系の増粘

剤を用いた検討（CASE 1），および粉体

系の水中不分離性混和剤を用いた検討

（CASE 2）の 2ケースについて検討を実

施した。セメントには，高炉セメント B

種(記号：BB，密度 3.04 g/cm3)を使用し

た。細骨材には鹿島産陸砂（表乾密度

2.54g/cm3，吸水率 1.27%）と笠間産砕

砂（表乾密度 2.57g/cm3，吸水率 2.50%）

を 7：3の割合で混合した混合砂（記号：

S），およびごみ溶融スラグ（記号：MS，

区分 A，表乾密度 2.73g/cm3，吸水率

1.12%，粒径判定実積率 66.1%，微粒分

量 3.5%，FM2.66）を用い，粗骨材は岩瀬産

度 2.66g/cm3，吸水率 0.62%）を用いた。C

リカルボン酸系の分散剤（A剤（VQ-A）），粘

ポリカルボン酸系高性能 AE減水剤（SP）の

2では，水溶性セルロースエーテル系水中不

高縮合トリアジン系助剤（SA），リグニン

（AE）の混和剤を使用した。水セメント比は

55%の 3水準，CASE 2では 55%の 1水準

討を行った。なお，混和剤の添加量はケー

バート型のモルタルミキサ（公称容量 10ℓ

軸ミキサ（公称容量 50l）を用い，練混ぜ容

1の VQ-Bのみ後添加とした。試験項目はモ

物質量：水中不分離性コンクリート設計施

水中供試体作成時）），コンクリートによる

照）を実施した。なお，U形充填性試験は

表－1 モルタル（コンクリート）配合 

A V35-0 0 0 665
B V35-50 50 358 331
C V35-100 100 713 0
D V45-0 0 0 770
E V45-50 50 412 385
F V45-100 100 824 0
G V55-0 0 0 836
H V55-50 50 448 418
I V55-100 100 895 0
J A55-0 0 0 665
K A55-50 50 352 331
L A55-100 100 704 0

※モルタルの配合は(G)を除いたものとする
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砕石（記号：G，表乾密

ASE 1では，増粘剤はポ

性付与剤（B剤（VQ-B）），

混和剤を使用し，CASE 

分離性混和剤（AUA），

スルホン酸系 AE 減水剤

CASE 1では 35%，45%，

とし，スラグ混合率は CAS

ス毎で一定とした。練混ぜ

）を用い，練混ぜ容量を 7ℓ

量を 40lで行った。なお，混

ルタルによるフロー試験（

工指針(案)付属書 2），圧縮

U形充填性試験（JSCE-F5

配合 A，B，G，Iのみ，水

図－1 モルタルの練混ぜ方法 
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E 1，2ともに 0%，50%，100%の 3水準で検

は図－1 に準拠し，モルタルの練混ぜにはホ

で行った。コンクリートの練混ぜには強制二

和剤は全て練混ぜ水に内割で添加し，CASE 

JIS R 5201(0打)），水中不分離度試験（懸濁

強度試験（φ50×100mm（100mm水中落下：

11(流動障害：R2)），水中流動試験（図－2参

中流動試験は配合 G，Iのみ実施した。

図－2 水中流動試験機 



３ 実験結果および考察 
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図－3 モルタルフローの経時変化 

1) モルタルレベルでの基礎的検討 
各配合におけるモルタルフローを図－3

に示す。図より経過時間に伴うフロー値の

変化傾向に差異は殆ど見られなかったが，

スラグ混合率が高いほど，若干ではあるが

フロー値が大きくなる傾向を示した。これ

は，ごみ溶融スラグを混合することによる

モルタルの密度増加が一要因であると推察

される。 
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図－5 圧縮強度

各配合における懸濁物質量を図－4に示す。懸濁物質量は全ての

配合で概ね 50mg/L以下となり，ごみ溶融スラグの混合率による影

響は殆んど確認されなか

った。 
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図－4 スラグ混合率と懸濁物質量の関係

各配合における圧縮強

度を図－5に示す。スラグ

混合率の増加により強度

低下が見られるが，水中

気中強度比は全ての配合

で概ね 80%以上と高く，

ごみ溶融スラグを高混合

した場合でも，水中にお

ける材料分離抵抗性に影

響を及ぼさないと言える。 

 

2) コンクリートによる流動 

性試験 

U 形充填高さの経時変

化を図－6に示す。ごみ溶

融スラグを 100%混合し

たコンクリートの充填性

は，水セメント比が 35%の場合は天然骨材と比べ，骨材の違いによる充

填高さおよび速度は殆んど同じ傾向を示したのに対し，55%の場合は天

然骨材と比べ，充填高さおよび速度が大きくなった。水セメント比が 35%の場合は単位セメント量が多く，粉体に

よる粘性付与効果が顕著となり，骨材の違いによる差違が小さかったものと考えられる。 
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図－6 U 形充填高さの経時変化 
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図－7 水中流動距離と高さの関係 

水中流動距離と高さの関係を図－7に示す。水中における流動性に関しても，ごみ溶融スラグを 100%混合したコ

ンクリートは天然骨材を用いたものに比べて同等以上に優れ，高いセルフレベリング性を有することがわかった。 

４ まとめ 

本研究の範囲内で，以下の結論が得られた。 

 水中不分離性コンクリート用骨材として，ごみ溶融スラグを高混合率で用いた場合，水中不分離性，自己充填

性，およびセルフレベリング性は天然骨材と同等以上の性能を有する。 
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